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広

報石岡

● 家賃助成制度を使って 　　　　　　　　　　　　  P6
　 石岡で新生活を始めませんか

● 石岡市・小美玉市就職説明会参加企業募集　　　    P8  　　　　　  　　　　　    

● ごみ出し３つのポイント                                           P7

● 杉並小学校が新たに避難所になりました　　　　   P7

主な内容

特集　
伝える、聴く
～対話を生み出す紙面を目指して～
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市の人口と世帯　78,620人（前月比△157）　男38,896人　女39,724人　世帯数 30,102世帯　【４月１日現在】
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新入生がお兄さんお姉さんたちと元気に登校。
（南小学校前で４月９日撮影）



『
広
報
い
し
お
か
』
が

　
　
　
　
で
き
る
ま
で

い
く
ら
で
、

　

で
き
る
て
い
る
の
？

　
「
広
報
紙
の
紙
は
も
っ
と
薄
く
て

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」「
広
報
紙
は

い
く
ら
で
で
き
て
い
る
の
？
」
と
疑

問
に
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
印
刷
所
な
ど
の
企
業
努

力
に
よ
り
、
１
日
号
の
単
価
は
１
部

あ
た
り
14
・
16
円
、
15
日
号
の
単
価

は
７
・
15
円
で
し
た
。

　

今
後
も
、
編
集
作
業
の
効
率
化
な

ど
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。　

年度 平均ページ 発行部数 一部単価

平成 23 年度
1 日号 26.00 ページ

2 万 6500 部
17.16 円

15 日号 14.00 ページ 9.24 円
平成 24 年度

1 日号 26.00 ページ 2 万 6500 部 15.34 円
15 日号 14.17 ページ 8.36 円

平成 25 年度
1 日号 25.75 ページ 2 万 6500 部 14.16 円

15 日号 13.00 ページ 7.15 円

1
情
報
収
集
＆
企
画

平
成
26
年
度
の
ふ
る
さ
と
再
生
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
た
事
業
や
市
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
「
い
ま
一

番
何
を
伝
え
る
べ
き
か
」「
ど
う
し

た
ら
効
率
的
に
掲
載
で
き
る
か
」
な

ど
を
広
報
担
当
者
で
考
え
ま
す
。

2
取
材

広
報
担
当
が
直
接
現
場
に
出
向
き
、

現
場
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
記
録

で
は
な
く
記
憶
に
残
る
写
真
を
撮
る

よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

3
編
集

伝
わ
り
や
す
い
文
章
を
考
え
、
画
像

を
選
び
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
全

ペ
ー
ジ
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
す
。
基

本
的
に
は
、
１
日
号
は
24
ペ
ー
ジ
、

15
日
号
は
12
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
ま

す
。4

入
稿

広
報
紙
は
各
号
締
め
切
り
が
決
ま
っ

て
い
て
、
そ
の
日
ま
で
に
編
集
し
た

全
て
の
デ
ー
タ
を
印
刷
会
社
に
渡
し

ま
す
。

5
校
正

入
稿
し
た
デ
ー
タ
を
印
刷
会
社
が
試

し
刷
り
を
し
ま
す
。
分
か
り
づ
ら
い

文
章
や
写
真
の
色
味
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、場
合
に
よ
っ
て
修
正
し
ま
す
。

こ
の
作
業
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

7
納
品
＆
配
布

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

が
区
長
・
自
治
会
長
の
も
と
へ
広
報

紙
を
届
け
、各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

―
広
報
と
広
聴
―

『
広
報
い
し
お
か
』
の

　
　
　
　

め
ざ
す
も
の

広
報
紙
の
役
割

　

市
の
広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
る
情
報

は
、
大
き
く
分
け
て
主
に
二
つ
。
一
つ
目

は
暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
、
二
つ
目
は
地

域
の
魅
力
を
伝
え
る
情
報
で
す
。

　

暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
を
分
か
り
や
す

く
、
地
域
の
魅
力
を
面
白
く
伝
え
て
い
く

こ
と
で
、
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
が

あ
り
ま
す
。

広
報
と
広
聴
は
車
の
両
輪

　

市
の
事
業
や
そ
の
進
捗
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
が「
市
の
ど
ん
な
情
報
を
知
り
た
い
の
か
」

を
取
材
を
通
し
て
聴
き
、
そ
れ
を
「
分
か
り

や
す
く
面
白
く
伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
」
を
考
え
て
い
く
。
広
報
と
広
聴
は

車
の
両
輪
と
し
て
今
後
と
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
「
広

報
い
し
お
か
」
を
テ
ー
プ
に
吹
き

込
み
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

ひ
び
き
の
会
の
協
力
の
も
と
、
市

で
は
休
日
緊
急
診
療
の
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
日
か
ら
、
１
か
月
分
の
内

科
・
小
児
科
の
夜
間
診
療
（
土
・
日
・

祝
日
）、
外
科
、
内
科
・
小
児
科
の

休
日
診
療
（
日
・
祝
日
）
を
案
内
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
番
号
か
ら
確
認
で
き
ま

す
。

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
７
７
６
６

※
１
日
が
、
土
・
日
・
祝
日
の
場

合
は
、
次
の
最
初
の
平
日
に
な
り

ま
す
。

6
印
刷

印
刷
会
社
で
２
万
６
５
０
０
部
が
印

刷
・
製
本
さ
れ
ま
す
。

１
日
号
と
15
日
号
の
違
い
は
？

　
『
広
報
い
し
お
か
』
は
月
２
回
、

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
日
に
発
行
し
て
い
る
１
日

号
は
、
15
日
号
に
比
べ
て
ペ
ー
ジ
数

が
２
倍
あ
り
、
市
の
事
業
を
伝
え
る

特
集
や
、
市
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え

る
連
載
な
ど
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

15
日
号
で
は
、
市
で
行
っ
て
い
る

無
料
相
談
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
診

日
程
な
ど
、
暮
ら
し
に
よ
り
密
接
な

情
報
を
載
せ
て
い
ま
す
。

広報いしおか５月１日号  №２０６　　２３　　広報いしおか５月１日号  №２０６

■
「
広
報
」
の
語
源
は
英
語
の
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（Public Relations

）」
で
、「
情
報

等
の
相
互
発
信
に
よ
っ
て
、
お
互
い

の
間
に
い
い
関
係
＝
信
頼
関
係
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
」。

■
広
報
に
は
「
広
聴
＝
聴
く
こ
と
」

の
意
味
も
含
ま
れ
て
お
り
、
情
報
伝

達
だ
け
で
な
く
、
情
報
聴
取
も
含
め

た
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
い
う
。

「
広
報
」
と
「
広
聴
」

【
こ
う
ほ
う
と
こ
う
ち
ょ
う
】

公
益
社
団
法
人　

日
本
広
報
協
会

伝 え る 、
聴 く

～ 対 話 を 生 み 出 す 紙 面 を 目 指 し て ～

特集

お 手 元 に 届 く 、『 広 報 い し お か 』 は …  
自治会を通して、各区長さんや班長さんの協力のもと、各家庭に届きます。

「
は
い
、
広
報
い
し
お
か
で
す
」

『
広
報
い
し
お
か
』
が

　

置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
は
？

　

自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
向

け
に
、
市
内
の
公
共
施
設
（
公
民
館
・

図
書
館
・
市
民
会
館
な
ど
）
や
金
融

機
関
（
銀
行
・
農
協
・
郵
便
局
）、
駅
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

置
い
て
あ
る
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
、
詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▲朗読ボランティア「ひびきの会」
の皆さん



▲昨年度、試験的に行った井関地区のタ
ウンミーティング

タウンミーティングの様子

井関地区ではワークショップ形式東成井地区では座談会形式

「私ならこうする！井関地区の未
来（教育・環境・暮らし）」というテー
マで地域の課題を話し合うワーク
ショップ形式で行いました。

地域における課題や誇りをテーマ
に車座になり、参加者の皆さんが
それぞれ感じている課題を話して
もらう座談会形式で行いました。

形式については、希望に応じて対応します。ご相談ください。

広報いしおか５月１日号  №２０６　　４５　　広報いしおか５月１日号  №２０６

対 話 の 場 を 生 み 出 す

タウンミーティングが始まりました

広報紙の紙面から場所を移し、実際に顔と顔を合わせて「石
岡」というまちのこれからについて話す、タウンミーティ
ングは「対話の場」を目指します。

平成 26年度

新事業

市長と話そう！

参加団体募集！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
？

　

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
身

近
に
対
話
で
き
る
集
会
で
す
。

何
の
た
め
に
行
う
の
？

　

市
長
が
直
接
出
向
き
、
地
区
や
団

体
の
皆
さ
ん
か
ら
市
に
対
し
て
の
建

設
的
な
意
見
を
聴
く
た
め
に
開
催
し

ま
す
。
今
年
度
の
本
格
的
な
運
用
に

向
け
て
、
昨
年
度
、
東
成
井
地
区
と

井
関
地
区
の
二
つ
の
地
区
で
試
験
的

に
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

子
育
て
中
の
若
い
世
代
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

が
、
日
々
私
た
ち
の
暮
ら
す
ま
ち
、

石
岡
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
市
長
と

直
接
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
込
方
法

　

テ
ー
マ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
全
般

で
す
。

　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
で
、
当
日

の
参
加
者
が
20
人
を
見
込
め
ば
申
し

込
み
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

開
催
日
時
・
会
場
は
、
市
長
の
日

程
を
調
整
し
、
申
し
込
み
代
表
者
と

協
議
し
ま
す
。
開
催
時
間
は
２
時
間

程
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

もっと女性も
男性も働きや
すくなったら

こんなまちで　
子育てしたいな

1
表
紙
の
は
な
し

15 日号　まちづく
りアカデミーⅢ提供
の表紙絵です。ここ
では市の魅力を再発
見し、自分の住むま
ちに誇りが持てるよ
うなページづくりを
心がけています。

親 し み や す く 、 読 み や す い 広 報 紙 を

　

特
集
の
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
に
、

表
紙
の
写
真
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
６
月
１
日
号
で
は
、
子
育

て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ

る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
表
紙
は
、
中

身
を
読
ん
で
見
た
い
と
思
わ
せ
る
、

視
覚
に
訴
え
る
ペ
ー
ジ
と
考
え
ま

す
。
広
報
紙
の
内
容
と
連
動
す
る
表

紙
か
ら
紙
面
に
引
き
込
む
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

　

15
日
号
で
は
、
市
民
団
体
で
あ
る

「
石
岡
ま
ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
Ⅲ
」

か
ら
提
供
さ
れ
た
絵
を
表
紙
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
協
働
の
取
り

2
レ
イ
ア
ウ
ト
の
は
な
し

　

文
字
を
中
心
と
し
た
読
み
物
ペ
ー

ジ
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
読
み
進
め
ら

れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
が
大
切
で
す
。
文

字
を
読
み
や
す
く
組
む
こ
と
と
、
文

字
以
外
の
要
素
が
邪
魔
に
な
ら
な
い

よ
う
配
置
し
、
か
つ
、
美
し
い
レ
イ

ア
ウ
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
大
き
さ
や
、
見
出
し
の
大

き
さ
な
ど
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く

　

各
担
当
部
署
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情

報
や
お
知
ら
せ
の
内
容
を
整
理
し
、

ど
の
よ
う
に
掲
載
す
る
か
を
考
え
ま

す
。
担
当
部
署
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た

文
章
を
原
文
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
の

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
を
心
が
け
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
お
役
所
言
葉
」
を

使
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、

「
親
し
み
や
す
く
」「
読
み
や
す
い
」

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

3
文
章
の
は
な
し

組
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表

紙
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
市
の
歴
史
や
文

化
を
発
掘
・
再
発
見
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

１日号　紙面の内容
と連動する表紙を目
指しています。

　　平成 25 年度

茨城県広報コンクール

　　　写真の部で　　

　　　　特選

参加型の記事募集！

　伝えるだけの一方通行ではない、双方向の広
報紙づくりを目指します。
　市内の四季折々の風景、めずらしい写真、自
慢できる石岡の風景など、皆さんのまわりにあ
る写真や情報提供をお待ちしています。

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
を
整
理

し
、
す
っ
き
り
見
せ
る
紙
面
づ
く
り

や
見
や
す
い
配
色
に
も
心
が
け
て
い

ま
す
。

写真のあて先
〒 315-8640　石岡市石岡一丁目 1 番地１
石岡市役所 市長公室 秘書広聴課「市民の広場係」
FAX 22-5276　

shichoushitsu@city.ishioka.lg.jp
※風景などの情報提供は、秘書広聴課☎ 23-
1111（内線 213）まで連絡してください。

石岡の良いところを皆さんで共有したい

皆さんに読んでもらうことを第一に、正しく分かりやすく伝
え、読んでもらえる広報紙を目指しています。

◀参加者自身で、それ
ぞれの「私ならこうす
る！」というアイデア
を紙にどんどん書き込
んでいきます。

参加者から出たア
イデアを一枚の大
きな模造紙に貼っ
ていき、みんなの
アイデアをまとめ
ていきます。▶



家
賃
助
成
制
度
を
使
っ
て

　

石
岡
で　

   

生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か

子
育
て
世
帯
と
新
婚
世
帯
の
皆
さ
ん

助成額

□ 家賃（月額）から勤務先の住
宅手当を引いた額。ただし、月額
上限は 2 万円です。
□ 最長で 36 か月分（最高 72 万
円）を交付します。

申
請
手
続
き

　

子
育
て
世
帯
は
転
入
日
か
ら
、
新

婚
世
帯
は
婚
姻
日
か
ら
３
か
月
以
内

に
こ
ど
も
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

子育て

支援

子
育
て
の
楽
し
さ
や

　
　
　
　

悩
み
を
話
し
ま
せ
ん
か

　

石
岡
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
は
、
毎
年
、
子
育
て
中
の
お
か
あ

さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場
「
ほ
っ
と
ス

ペ
ー
ス
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
を
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
楽

し
さ
や
悩
み
を
話
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
対
象
者　

市
内
在
住
の
乳
幼
児

と
そ
の
親
（
30
組
）

参
加
費　

親
子
で
各
回
３
０
０
円

（
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
は
各
自
持
参
）

※
10
月
10
日
の
み
５
０
０
円　

申
込
方
法　

５
月
26
日
（
月
）
ま
で

に
生
涯
学
習
課
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
で
す
。
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
７
）

住み慣れた町で
新しい家族と過ごしたい

子どもが生まれたのを
きっかけに地元に戻ってきたい

「
子
育
て
世
帯
」　

▼
未
就
学
児
の
い
る
世
帯
。

※
申
請
者
が
転
入
前
に
５
年
以
上
市

外
に
居
住
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日

以
降
に
転
入
し
た
子
育
て
世
帯
に
限

り
ま
す
。

「
新
婚
世
帯
」　

▼
申
請
日
に
、
婚
姻
の
届
出
の
日
か

ら
３
か
月
以
内
の
夫
婦
で
、
平
成
26

年
４
月
１
日
に
夫
婦
の
合
計
年
齢
が

70
歳
未
満
の
夫
婦
を
含
む
世
帯
。

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
の

届
出
を
し
た
新
婚
夫
婦
に
限
り
ま
す
。

1「
子
育
て
世
帯
」ま
た
は「
新

婚
世
帯
」
で
、
市
に
住
民
登
録

し
て
い
ま
す
か

　

市
営
住
宅
な
ど
の
公
的
賃
貸
住
宅

や
給
与
住
宅
な
ど
は
補
助
対
象
外
。

2
市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」

に
住
ん
で
い
ま
す
か

3
家
賃
（
共
益
費
や
管
理
費
、

駐
車
場
代
を
除
く
）
が
月
額

４
万
６
０
０
０
円
以
上
で
す
か

4
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
な
ど

の
公
的
家
賃
補
助
な
ど
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
か

5
子
育
て
世
帯
や
新
婚
世
帯
と

住
所
を
同
じ
く
す
る
親
族
が
市

税
と
家
賃
の
滞
納
を
し
て
い
ま

せ
ん
か

6
暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
で
な

く
な
っ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
も
含
む
）
で
な

い
こ
と

1
～
6
の
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実施日 開催時間 会場

  6 月13 日（金）

午 前 10 時 30 分 ～
（受付 午前 10 時～）

石岡保健センター

  7 月　2 日（水） 八郷保健センター

10 月 10 日（金） 朝日里山学校

11 月 14 日（金） 石岡保健センター

 12 月　5 日（金） ふれあいの里石岡
ひまわりの館

新

平成 26 年度 新事業

▲子育ての先輩と一緒に

広報いしおか５月１日号  №２０６　　６

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
参
加
者
募
集
！

杉
並
小
学
校
が
新
た
に

　
避
難
所
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
か
ら
杉
並
小
学
校
を

避
難
所
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。
杉

並
小
学
校
へ
避
難
す
る
地
区
は
、
下

の
石
岡
市
防
災
マ
ッ
プ
を
参
照
く
だ

さ
い
。

　

現
在
、
石
岡
第
一
高
等
学
校
ま
た

は
、
石
岡
第
二
高
等
学
校
を
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
る
地
区
の
う

ち
、
緑
色
の
太
線
で
示
し
て
い
る
地

区
（
杉
並
一
丁
目
～
四
丁
目
、
杉
の

井
、
荒
金
、
行
里
川
、
東
府
中
、
八

軒
台
）に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、

避
難
経
路
の
安
全
性
や
学
校
区
な
ど

を
考
え
て
、
杉
並
小
学
校
を
避
難
所

と
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
対
象
地
区
の

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
日
、
改
め

て
防
災
マ
ッ
プ
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　

http://www.city.ishioka.lg.jp/

■
問
い
合
わ
せ

　

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

　

図
中
で
、
緑
色
の
太
線
に
囲
ま
れ

た
内
側
の
エ
リ
ア
に
な
り
ま
す
。

対
象
エ
リ
ア

ご
み
出
し 

❸
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
つ
ぶ
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
を
ゆ
す
ぎ
、
回
収
当
日
の
朝
、

決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
の
出
し
方

石
岡
地
区　

燃
え
る
ご
み

八
郷
地
区　

キ
ャ
ッ
プ　

可
燃
ご
み

　
　
　
　
　

ラ
ベ
ル　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

※
石
岡
地
区
で
は
、
５
月
か
ら
10
月

ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
を
月
２

回
行
い
ま
す
。

　
「
無
色
び
ん
」
は
、
コ
ッ
プ
な
ど

の
無
色
透
明
の
食
器
類
や
板
ガ
ラ
ス

と
は
材
質
が
違
う
た
め
、
分
別
が
異

な
り
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
「
び
ん
」
は
…

　

細
か
く
砕
か
れ
て
新
た
な「
び
ん
」

や
建
築
・
園
芸
資
材
な
ど
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
効

率
良
く
行
う
た
め
に
は
、
色
別
に
出

その１
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
場
合

つ
ぶ
し
て
か
ら

　
　

出
し
ま
し
ょ
う

その２
び
ん
の
場
合

無
色
び
ん
と
ガ
ラ
ス
類
は

　
　

違
い
ま
す
！

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。び
ん
の
色
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
た
口
元
の
色
で

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
プ
を

外
し
て
中
を
ゆ
す
ぎ
、
色
別
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

コ
ッ
プ
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
割
れ
物

（
び
ん
以
外
）

石
岡
地
区　

陶
器
類

八
郷
地
区　

不
燃
ご
み
・
カ
ン

※
八
郷
地
区
で
は
、
殺
虫
剤
や
化
粧

品
な
ど
の
薬
品
び
ん
は「
不
燃
ご
み
・

カ
ン
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
生
ご
み

は
、
ご
み
袋
か
ら
水
分
が
垂
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
な

ど
を
使
用
し
、
袋
に
入
れ
る
前
に
さ

ら
に
ひ
と
絞
り
し
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
ポ
イ
ン
ト

　

調
理
の
時
な
ど
、
食
材
を
初
め
か

ら
水
に
濡
ら
さ
な
い
こ
と
や
、
水
に

濡
れ
た
と
き
も
乾
か
し
て
か
ら
出
す

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
（
石

岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
６
・
１
１
２
０

その３
生
ご
み
の
場
合

水
切
り
を
し
て
か
ら

　
　

出
し
ま
し
ょ
う

７　　広報いしおか５月１日号  №２０６

ＨＰ



　

国
民
健
康
保
険
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
病
気
や
ケ

ガ
に
備
え
て
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必
要

な
医
療
費
に
あ
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
と
き
や
、
家
族
に
異

動
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
世
帯
主
ま
た
は
委
任
を
受

け
た
人
が
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

異動の事例 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と    
き

 他の市町村から転入してきたとき  転出証明書、認め印
 職場の健康保険を脱退したとき  健康保険を脱退した証明書、認め印
 家族の健康保険の被扶養者から外れたとき  被扶養者から外れた証明書、認め印
 子どもが生まれたとき  保険証、母子健康手帳、認め印
 生活保護を受けなくなったとき  保護廃止決定通知書、認め印

 外国籍の人  在留カード、パスポートなど在留期間の
分かるもの

脱
退
す
る
と
き

 他の市町村に転出するとき  保険証、認め印
 職場の健康保険に加入したとき  国保と加入した健康保険の両方の保険証、

認め印 家族の健康保険の被扶養者になったとき

 国保の被保険者が死亡したとき  保険証、死亡を証明するもの、葬儀を行っ
た人がわかる書類（会葬礼状など）、認め印

 生活保護を受けるようになったとき  保護開始決定通知書、保険証、認め印

 外国籍の人  保険証、在留カード、パスポートなど在
留期間の分かるもの

上

記

以

外

 住所、世帯主、氏名などが変わったとき
 保険証、認め印

 退職者医療制度に該当しなくなったとき
 修学のため他の市町村に住所を異動したとき  保険証、在学（園）証明書
 保険証の紛失、汚損してしまったとき  本人を証明できるもの、汚損した保険証、認め印
 退職者医療制度に該当したとき  保険証、年金証書、認め印

　

加
入
資
格
が
発
生
し
た
時
点

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療

費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

資
格
が
な
く
な
っ
た
後
、
国

保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場

合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

は
、
後
で
返
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
加
入
の
届
け
出
が

　
　
　
　
遅
れ
る
と
…
…

■
脱
退
の
届
け
出
が

　
　
　
　
遅
れ
る
と
…
…

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
、

　  
14
日
以
内
に
届
出
を
！

●
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
６
４
）

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
を

平
成
27
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

と
、
既
卒
で
未
就
職
の
人
を
対
象
と

し
た
「
石
岡
市
・
小
美
玉
市
就
職
説

明
会
参
加
企
業
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
（
木
）

募
集
期
間　

５
月
15
日
（
木
）
～
６

月
13
日
（
金
）

参
加
要
件

❶
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
平
成
27
年
３
月

卒
業
予
定
の
大
卒
な
ど
求
人
申
し
込

み
を
し
て
い
る
、
茨
城
県
内
に
事
業

所
を
有
す
る
企
業
。

❷
平
成
27
年
度
に
大
卒
等
採
用
予
定

の
あ
る
、
茨
城
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
企
業
。

※
就
職
説
明
会
の
み
の
参
加
と
な
り

ま
す
。

募
集
数　

30
社
程
度

会
場　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

　
　
　
（
南
台
３
―34
―１
）

＊
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

ＨＰ http://www.city.ishioka.lg.jp/

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
部 

石
岡
事
務
所
（
石
岡
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
６
・
１
１
２
５

　石岡市・小美玉市
　　 就職説明会
　　　　参加企業募集

  ▲前年度の就職説明会の様子

広報いしおか５月１日号  №２０６　　８

作品

募集

第
18
回
八
郷
美
術
展 

作
品
募
集

生涯

学習

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
学
び

　

郷
土
を
愛
し
、
芸
術
文
化
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
八
郷
美

術
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

八
郷
美
術
展
に
展
示
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

期
日　

６
月
18
日（
水
）～
22
日（
日
）

会
場　

八
郷
総
合
支
所（
２
・３
・５
科
）

          

中
央
公
民
館
（
１
・
４
科
）

種
目
・
出
品
規
定　

第
１
科
【
日
本
画
・
水
墨
画
】
60
号

以
内
。

第
２
科
【
洋
画
（
油
絵
・
水
彩
画
・

デ
ザ
イ
ン
）】
50
号
以
内
。

第
３
科
【
彫
刻
・
工
芸
美
術
（
陶
芸
・

ガ
ラ
ス
工
芸
）】
縦
・
横
・
幅
60
㎝

以
内
、
高
さ
１
０
０
㎝
以
内
。

※
搬
入
・
陳
列
に
使
用
す
る
機
材
は

各
自
準
備
。

第
４
科
【
書
】
枠
ば
り
か
条
幅
で
全

紙
以
内
縦
横
自
由
、
作
品
語
句
（
読

み
下
し
）
を
貼
る
こ
と
。
作
品
は
す

べ
て
表
装
す
る
こ
と
。

第
５
科
【
写
真
】
半
切
、
デ
ジ
タ
ル

は
Ａ
３
・
Ａ
３
ノ
ビ
も
可
。
額
装
は

ア
ル
ミ
製
額
縁
（
黒
色
）。
パ
ネ
ル

装
も
可
。
全
紙
・
組
写
真
は
不
可
。

※
額
装
の
ガ
ラ
ス
張
り
は
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。（
ア
ク
リ
ル
は
可
）

出
品
資
格
者　

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て

い
る
人
。
ま
た
は
市
出
身
者
。

出
品
に
つ
い
て

　

出
品
点
数
は
１
人
２
点
以
内
、
出

品
料
は
無
料
で
す
。

申
込
期
間　

５
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）
必

着申
し
込
み
方
法

　

文
化
振
興
課
・
市
民
課
・
各
出
張

所
・
中
央
・
東
・
府
中
・
国
府
・
城

南
の
各
公
民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
振

興
課
に
直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
美
術
展
事
務
局（
文
化
振
興
課
）

☎
４
３
・１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
３
５
）

　

あ
な
た
の
学
び
た
い
気
持
ち
を
市

民
講
師
の
皆
さ
ん
が
応
援
し
ま
す
。

講
座
の
ジ
ャ
ン
ル

芸
術
【
絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・

写
真
・
彫ち

ょ
う
そ塑

な
ど
】

芸
能
【
伝
統
芸
能
・
舞
踊
・
歌
舞
伎

講
座
な
ど
】

教
育
【
生
涯
教
育
・
外
国
語
・
文
学
・

文
芸
・
郷
土
史
な
ど
】

趣
味
【
工
芸
・
手
芸
・
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
】

家
庭
生
活
【
料
理
・
着
付
け
・
食
品

衛
生
な
ど
】

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
【
ス
ポ
ー
ツ
・
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
・
健
康
法
な
ど
】

市
民
講
師
の
活
用
の
仕
方

①
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
内

容
、
学
習
場
所
を
決
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

↓

②
直
接
、
市
民
講
師
と
日
程
な
ど
の

交
渉
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

↓

③
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
・
市
内
各

公
民
館
に
あ
る
市
民
講
師
の
利
用
案
内

で
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

市
民
講
師
も
随
時
募
集
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１　
（
内
線
１
２
３
８
）

書籍

販売

書
籍
販
売
中

　

平
成
17
年
の
合
併
以
前
の
旧
石
岡

市
の
記
念
誌
「
と
き
の
鼓
動
」
と
旧

八
郷
町
の
広
報
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
「
広
報
や
さ
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
Ｃ
Ｄ

―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

終
戦
、
復
興
、
そ
し
て
高
度
経
済

成
長
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
く
ま
ち

の
様
子
が
、
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

記
念
誌
と
広
報
紙
か
ら
み
る
、
ま
ち
の
歴
史

市制施行 50 周年記念誌

『石岡の 50 年 ときの鼓動』
価格  3,000 円

ＰＤＦ版ＣＤ―ＲＯＭ

『広報やさと（昭和編・平成編）』
・昭和編（昭和 30 年 7 月号～ 63 年 12 月号）
・平成編・補追版（平成元年 1 月号～ 17 年 9 月号）
価格 各 1,000 円

９　　広報いしおか５月１日号  №２０６



地
域
連
携
推
進
の
た
め
に

協
定
を
結
ぶ

▲締結を終え握手する伏見人文学部長（左）と市長

ま
ち
の
文
化
を
一
日
体
験

　

３
月
23
日
、　

石
岡
市
文
化
協
会

の
所
属
団
体
に
よ
る
、
ま
ち
の
文
化

に
ふ
れ
ら
れ
る
一
日
体
験
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て
の
試
み

で
、
会
場
に
は
、
１
５
０
０
人
が
訪

れ
、
賑に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

短
歌
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
作
品
の
展

示
や
、
実
作
指
導
、
創
作
な
ど
体
験

す
る
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
ど
も
劇
場
で
は
、
た
だ
じ
ゅ
ん

さ
ん
の
お
は
や
し
劇
場
や
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
様
々
な
文
化

に
ふ
れ
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

技
術
的
な
知
識
が
集
積
し
て
い
る
大

学
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
と
共
創
す
る
教
育
・
研
究
お
よ
び

地
域
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

茨
城
大
学
で
行
っ
た
締
結
式
で
は
、

市
長
、
伏
見
人
文
学
部
長
ら
が
連
携

強
化
に
よ
る
今
後
の
効
果
に
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

　

今
後
は
協
定
を
も
と
に
、
連
携
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
26
日
、
石
岡
市
と
茨
城
大
学

人
文
学
部
が
地
域
連
携
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

協
定
目
的
は
、
地
域
社
会
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
な
ど
に
対
し
、
人
的
・

▲「かしてつバス弁当」と「食べ歩きマップ」を報告する石岡
商業高校の皆さん

▲おはやし劇場の様子

▲北小学校の卒業式

▲ 100 個の風船を空に向けて放つ

鎮
魂
と
復
興
、
石
岡
で

式
典

　

３
月
８
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

ひ
ま
わ
り
の
館
で
、
震
災
犠
牲
者
の

鎮
魂
と
復
興
を
祈
念
し
た
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

復
興
支
援
の
継
続
と
地
域

防
災
へ
の
意
識
啓
発
を
目
的

に
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
が
主
催
し
、
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
3

年
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
て
は
い
け
な
い
と
、
震
災

発
生
と
同
時
刻
の
午
後
２
時

46
分
に
全
員
で
黙も

く
と
う祷

を
さ
さ

げ
、
１
０
０
個
の
風
船
を
空

に
向
け
て
放
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
復
興
石
碑
の
除

幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
し
て
つ
バ
ス
弁
当
と

食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
を
作
成

　

３
月
14
日
、
か
し
て
つ
バ
ス
応
援

団
で
あ
る
石
岡
商
業
高
校
の
生
徒
が
、

平
成
25
年
度
の
活
動
成
果
を
報
告
に

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
応
援
団
が
報
告
し
た
の

は
、「
か
し
て
つ
バ
ス
弁
当
」
と
「
か

し
て
つ
バ
ス
で
行
く
！
食
べ
歩
き

マ
ッ
プ
」
の
二
つ
。

　

か
し
て
つ
バ
ス
弁
当
は
、「
お
母

さ
ん
が
作
っ
た
」
と
「
健
康
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
二
種
類
の
弁
当
を

作
成
し
ま
し
た
。「
お
母
さ
ん
弁
当
」

は
、
か
ら
揚
げ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
、

「
健
康
弁
当
」
は
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
や

煮
物
、
雑
穀
米
な
ど
ヘ
ル
シ
ー
な
メ

ニ
ュ
ー
で
で
き
て
い
ま
す
。
中
身
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

デ
ザ
イ
ン
し
、
箱
を
バ
ス
の
形
に
す

る
な
ど
、
か
し
て
つ
バ
ス
の
Ｐ
Ｒ
も

行
い
、
生
徒
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
随
所

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
し
て
つ
バ
ス
弁
当
は
南
台
の
Ｊ

Ａ
ひ
た
ち
野
農
産
物
直
売
所
「
大
地

の
め
ぐ
み
」
で
予
約
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
は
、
生
徒
が
日

ご
ろ
利
用
す
る
バ
ス
沿
線
の
お
店
か

ら
、「
女
子
高
生
の
オ
ス
ス
メ
す
る
絶

品
ス
イ
ー
ツ
」
と
「
男
子
高
生
が
選

ぶ
ガ
ッ
ツ
リ
！
肉
料
理
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
自
分

た
ち
で
お
店
を
取
材
・
編
集
・
校
正

を
行
い
、
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
は
、
掲
載
店
舗
、

石
岡
市
役
所
、
茨
城
空
港
、
か
し
て

つ
バ
ス
車
内
に
設
け
て
い
ま
す
。

小
学
生
６
８
７
人
、

中
学
生
６
６
１
人
が
卒
業

　

３
月
12
日
、
市
内
の
６
中
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
６
６
１
人

が
、
卒
業
し
ま
し
た
。
19
日
に
は
、

市
内
19
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
６
８
７
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

北
小
学
校
で
は
、
８
人
の
児
童

が
、
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
、
在

校
生
、
教
職
員
に
見
守
ら
れ
る
中
、

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

岩
田
知
行
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
授
与
さ
れ
、
卒
業
生
一
人
ひ
と

り
に
向
け
て
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

入
館
２
５
０
万
人
達
成

　

３
月
20
日
、　

や
さ
と
温
泉
ゆ
り

の
郷
の
入
館
者
が
２
５
０
万
人
に
達

し
ま
し
た
。
２
５
０
万
人
目
に
な
っ

た
の
は
、
水
戸
市
在
住
の
小
林
蒼そ

ら空

さ
ん
。

　

当
日
行
わ
れ
た
、
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
花
束
の
ほ
か
、
無
料
入

浴
回
数
券
、
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
一
家
は
、
同
市
内
で
、

イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
ん
だ
後
、
入
浴

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
蒼
空
さ
ん
の

父
親
の
健
二
さ
ん
は
「
ま
た
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
来
て
み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ゆ
り
の
郷
は
、
平
成
12
年
７
月
20

日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
入
館
者
は
平
成

18
年
１
月
に
１
０
０
万
人
、
平
成
20

年
11
月
に
１
５
０
万
人
、
平
成
23
年

10
月
に
２
０
０
万
人
に
達
し
ま
し

た
。茨

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

防
災
協
定
を
結
ぶ

　

３
月
11
日
、
市
と
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
石
岡
支
部
が
、
災
害
時
に
救
援
物

資
を
必
要
と
し
て
い
る
被
災
者
の
も

と
へ
迅
速
か
つ
確
実
に
輸
送
で
き
る

よ
う
「
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
救
援

輸
送
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

を
結
び
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、
平
成
９
年
８
月
５

日
に
県
と
「
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

救
援
輸
送
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
地
域

で
の
緊
急
救
援
輸
送
協
力
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
県
内
13
支
部
の
市
町
村

と
の
協
定
締
結
を
進
め
て
い
ま
し

た
。

　

同
協
会
と
県
内
市
町
村
と
の
協
定

は
平
成
25
年
度
内
に
す
べ
て
完
了
し

ま
し
た
。

▲花束を受け取る小林さん一家

柏
原
工
業
団
地
内
に

太
陽
光
発
電
所

　

柏
原
工
業
団
地
内
に
太
陽
光

発
電
所
が
設
置
さ
れ
、
４
月
４

日
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
７
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
２
万
３
３
０
０
枚
並

べ
、
合
計
出
力
は
、
５
・
６
メ

ガ
と
な
り
ま
す
。
年
間
発
電
量

は
、
１
５
０
０
世
帯
分
の
電
力

を
カ
バ
ー
で
き
、
こ
の
規
模
の

太
陽
光
発
電
所
は
、
県
下
で
も

有
数
の
発
電
量
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た

め
、
Ｃ
Ｏ２

削
減
効
果
も
見
込
ま

れ
、
年
間
２
０
７
０
ト
ン
削
減
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
、日
本
の
太
陽
光
発
電
所
は
、

２
０
０
万
世
帯
の
電
力
を
カ
バ
ー
で

き
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、

原
子
力
発
電
８
基
分
に
相
当
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
で
も
あ
る
、
柏
原
工
業

団
地
は
、
立
地
さ
れ
て
い
る
全
企
業

で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
柏
原
工
業
団

地
運
営
協
議
会
」
か
ら
組
織
さ
れ
て

お
り
、自
主
的
な
管
理
運
営
に
よ
り
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し
た
、

緑
豊
か
な
環
境
型
工
業
団
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲協定を結び、握手する桜井さん（左）、市長（中）、川村さん

▲２万３３００枚の太陽光パネル

広報いしおか５月１日号  №２０６　１０１１　広報いしおか５月１日号  №２０６

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと



情報ネットワーク

情報
ネットワーク

▼
ヘ
リ
の
地
上
滑
走
の
体
験
や
、
装

備
品
の
装
着
な
ど
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
５
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
陸
上
自
衛
隊 

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　
　
　
　
（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）

参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊 

霞
ヶ
浦
駐
屯
地 

広
報
班

☎
０
２
９
・
８
４
２
・
１
２
１
１

　

 http://w
w

w
.m

od.go.jp/
gsdf/eae/eadep/index.htm

l

ＨＰ

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
３
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　
　
　

79
件
（
＋
16
）

・
死
者
数　
　
　

１
人
（
±
0
）

・
負
傷
者
数　
　
　

107
人
（
＋
22
）

・
物
損
事
故　

４
７
１
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
一
般
開
放

61
周
年
記
念
行
事

▼
日
本
語
を
学
ぶ
フ
ラ
ン
ス
の
大
学

生
５
人（
男
子
４
人
・
女
子
１
人
）が
、

日
本
語
と
日
本
文
化
セ
ミ
ナ
ー
受
講

の
た
め
今
年
も
石
岡
に
や
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

内
容
／
学
生
は
石
岡
地
区
で
開
催
さ

れ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
た
め
、

自
転
車
や
バ
ス
・
電
車
な
ど
で
通
え

る
範
囲
に
住
ま
い
の
あ
る
家
庭
を
希

望
し
ま
す
。
受
け
入
れ
期
間
中
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
ス
タ
ッ
フ
も

同
時
に
募
集
し
ま
す
。

※
全
員
の
家
庭
が
決
ま
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
は
、
原
則
と
し
て

無
償
で
す
）

滞
在
期
間
／
６
月
29
日
（
日
）
～
７

月
20
日
（
日
）

受
け
入
れ
団
体　

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ー
ツ

■
問
い
合
わ
せ

武
井 

☎
２
３
・
６
５
８
２

鈴
木 

☎
４
６
・
７
０
４
１

石
岡
で
国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
人
へ

『
医
療
事
務
講
座
』
講
習
会

日
時
／
６
月
８
日
～
11
月
16
日
の
日

曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

対
象
者
／
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦

※
母
子
家
庭
な
ど
に
な
っ
て
約
７
年

以
内
で
全
日
程
に
出
席
で
き
就
労
を

希
望
し
、
技
能
認
定
試
験
を
受
験
す

る
人
（
以
前
受
講
し
た
人
は
除
く
）

募
集
人
員
／
24
人
程
度

受
講
料
／
６
０
０
０
円（
教
材
な
ど
）

申
込
方
法
／
1
申
込
書
（
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
と
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
に
設
置
）
2
受
講
理

由
を
明
記
し
た
Ａ
４
原
稿
用
紙
を
郵

送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
作
文
選
考

が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
／
５
月
25
日
（
日
）
当
日

消
印
有
効

そ
の
他
／
託
児
所
あ
り
（
２
歳
児
未

満
は
対
象
外
、
所
得
に
応
じ
て
個
人

負
担
が
あ
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

母

子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
０
―０
０
６
５　

水
戸
市
八
幡
町
11
―52

☎
０
２
９
─２
２
１
─８
４
９
７
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イ

ベ

ン

ト

募

集

海
外
研
修
に
参
加
す
る
人
を

　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

地
域
活
動
に
興
味
の
あ
る

女
性
の
皆
さ
ん

▼
県
で
は
、
積
極
的
に
地
域
活
動
を

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り

の
館
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
医
師
か
ら
運
動
を
制

限
さ
れ
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
理

学
療
法
士
の
指
導
と
軽
度
な
体
力
測

定
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
６
月
12
日
・
７
月
10
日
・
８

月
７
日
・
９
月
11
日
・
10
月
９
日
（
全

５
回
）
午
後
１
時
30
分
～

手
話
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か

▼
手
話
奉
仕
員
養
成
の
た
め
の
入
門

課
程
と
基
礎
課
程
を
開
講
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
14
日
～
１
月
31
日
の
土

曜
日
（
全
27
回
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里 

石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
者
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

入
門
課
程 

初
め
て
学
ぶ
人
ま
た
は

手
話
が
少
し
で
き
る
人

基
礎
課
程 

入
門
課
程
を
修
了
す
る

な
ど
一
定
の
知
識
技
能
が
あ
る
人

募
集
人
数
／
各
20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料
／
３
６
０
０
円

申
込
方
法
／
５
月
７
日
（
水
）
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

℻
２
２
・
２
４
４
０

日
時
／
６
月
22
日
（
日
）・
７
月
20

日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

※
９
月
以
降
、
３
～
４
回
の
実
習
を

行
い
ま
す
。

講
師
／
口こ

う
く
う腔

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
「
さ
わ
や

か
」
登
録
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士

受
講
料
／
５
０
０
０
円

会
場
／
土
浦
市
歯
科
医
師
会
事
務

所
（
土
浦
市
川
口
一
丁
目
３
番

１
１
５-

Ｂ
３
０
６
モ
ー
ル
５
０
５

Ｂ
棟
３
階
）

受
講
資
格
／
歯
科
衛
生
士
で
全
日
程

を
受
講
で
き
る
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

℻
０
２
９
・
８
４
２
・
８
２
７
０

　

am
ek

o
u

d
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m
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問
歯
科
衛
生
士
養
成
講
座

歯
科
衛
生
士
の
皆
さ
ん
へ

▼「
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
」

は
、
皆
さ
ん
の
提
案
に
よ
り
住
宅
地

周
辺
、
道
路
沿
い
な
ど
の
森
林
の
整

備
を
行
い
ま
す
。
市
と
森
林
所
有
者

と
の
間
で
10
年
間
の
森
林
保
全
に
関

す
る
協
定
を
結
び
ま
す
。
な
お
整
備

に
関
し
て
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

事
業
の
対
象
に
な
る
森
林
／
住
宅
地

周
辺
の
森
林
・
通
学
路
等
道
路
沿
い

の
森
林
・
コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど
の

広
葉
樹
林
・
里
山
と
し
て
保
全
す
る

森
林
な
ど

森
林
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

提
案
書
を
募
集
し
ま
す

配
布
場
所
／
八
郷
総
合
支
所
農
政

課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.city.ish

ioka.lg.jp

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

締
切
日
／
７
月
31
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

八
郷
総
合
支
所 

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
７
）

募
集
人
数
／
15
人　

費
用
／
無
料

申
込
方
法
／
５
月
９
日
（
金
）
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
昨
年

度
に
参
加
し
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

▼
災
害
発
生
時
の
救
護
活
動
、
救
急

法
な
ど
の
講
習
・
セ
ミ
ナ
ー
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
な
ど
の
赤
十
字
活
動

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
活
動
資
金
が
財

源
で
す
。

募
金
の
受
け
付
け
／
社
会
福
祉
課
・

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

活
動
資
金
に
ご
協
力
を

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

で
き
る
国
際
的
視
野
と
指
導
力
を

も
っ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た

め
、
県
内
の
女
性
を
海
外
に
派
遣
す

る
事
業
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト
い

ば
ら
き
」
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
／
９
月
28
日
（
日
）
～
10
月
５

日
（
日
）

※
別
途
、
１
泊
２
日
の
国
内
研
修
が

４
回
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し
県
内

に
５
年
以
上
居
住
し
て
い
る
満
30
歳

以
上
か
ら
満
63
歳
以
下
の
女
性

応
募
人
数
／
15
人
程
度

参
加
費
／
30
万
円
程
度

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
を
添
え
て
、

直
接
ま
た
は
郵
便
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
込
締
切
／
５
月
30
日
（
金
）
必
着

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
７
８
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か
す
み
が
う
ら
市

　
　
　
　

就
職
面
接
会
を
開
催

日
に
ち
／
５
月
30
日
（
金
）

受
付
／
午
後
１
時
～

面
接
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
／
平
成
27
年
３
月
に
、
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
予
定
し
て

い
る
人
、
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
既

卒
者
、
一
般
求
職
者

※
既
卒
者
と
一
般
求
職
者
は
事
前
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
が
必
要
。

会
場
／
あ
じ
さ
い
館
会
議
室
（
か
す

み
が
う
ら
市
深
谷
３
７
１
９
―１
）

そ
の
他
／
参
加
費
無
料
・
事
前
申
し

込
み
不
要
。
詳
し
く
は
、
か
す
み
が

う
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

か
す
み
が
う
ら
市 

観
光
商
工
課

☎
０
２
９
・
８
９
７
・
１
１
１
１

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
は

「
法
テ
ラ
ス
」
へ

▼
「
法
テ
ラ
ス
」
で
は
法
的
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
を
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
内

容
に
応
じ
て
、
法
制
度
や
相
談
機

関
・
団
体
な
ど
の
紹
介
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
民
事
裁
判
の
費
用
で

困
っ
て
い
る
人
に
は
、
費
用
を
一
時

立
て
替
え
る
「
法
律
扶
助
」
制
度
も

▼
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
契
約
の
場

合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
納
期
限

の
６
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融

機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
県
税
事
務

所
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

「pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」
で
の

納
付
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
土
浦
県
税
事
務
所 

収
税
第
二
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
０
８

自
動
車
税
の
納
税
は

　
　
　
　

 

６
月
２
日
ま
で
に

▼
境
界
争
い
、
相
続
・
贈
与
な
ど
の

法
務
総
合
相
談
所
を
開
設

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま

す
。
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。（
10
人
以
上
で
実
施
）

日
時
／
毎
月
第
３
日
曜
日　

午
前
９

時
～
正
午

場
所
／
石
岡
消
防
署
、
八
郷
消
防
署

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署 

救
急
係

☎
２
３
・
０
１
１
９
（
内
線
１
１
１
）

八
郷
消
防
署　

☎
４
３
・
６
４
９
１

▼
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報
」
の

日
版
・
週
版
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
・
八
郷
総
合
支
所
の
正
面

玄
関
入
口
付
近
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
経
済
部 

石
岡
事
務
所

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
５
）

公
売
の
お
知
ら
せ

日
に
ち
／
６
月
12
日
（
木
）

受
付
／
午
後
１
時
～

会
場
／
八
郷
総
合
支
所 

３
階

３
０
３
会
議
室

公
売
不
動
産
／
（
土
地
）
東
光
台
地

内
宅
地
８
８
６
㎡
▼
見
積
も
り
価
格

１
０
６
３
万
２
千
円
▼
公
売
保
証
金

１
０
７
万
円

（
土
地
）
柿
岡
地
内
宅
地
２
２
５
．
15

㎡
▼
見
積
も
り
価
格
１
８
９
万
２
千

円
▼
公
売
保
証
金
19
万
円

そ
の
他
／
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま

す
。中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

収
納
対
策
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
５
）

木
造
住
宅　
を
建
築
す
る
人
へ

石
岡
市
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
で
は
、市
民
ま
た
は
転
入
者
が
、

木
造
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
額
／
住
宅
建
築
に
要
す
る
費
用

の
10
％
以
内
で
、
50
万
円
が
限
度

条
件
／
1
市
内
の
設
計
事
務
所
へ

の
設
計
監
理
依
頼
2
市
内
の
工
務

店
へ
の
施
工
依
頼
な
ど

※
す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
／
平
成
27
年
１
月
30
日

（
金
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

▼
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接

続
す
る
人
（
新
築
住
宅
を
除
く
）
で
、

使
用
可
能
日（
平
成
24
年
４
月
以
降
）

か
ら
、
３
年
以
内
に
接
続
を
す
る
人

３
年
以
内
の

　
　
　
　
接
続
に
補
助
金
を
交
付

下
水
道
未
接
続
の
人
へ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
入
浴
施
設
や
大
広
間
な
ど
の
設
備

が
あ
り
、
市
内
在
住
の
人
で
あ
れ
ば

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

（
か
す
み
が
う
ら
市
上
佐
谷
33
）

利
用
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

入
館
料
／

　

３
０
０
円
（
八
郷
地
区
の
人
）

　

５
０
０
円
（
石
岡
地
区
の
人
）

休
館
日
／
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年

始福
祉
セ
ン
タ
ー
白
雲
荘
（
小
美
玉
市

高
崎
１
８
２
４
─３
９
９
）

利
用
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

入
館
料
／
２
０
０
円
（
60
歳
以
上
）

　
　
　
　

５
０
０
円
（
59
歳
以
下
）

お

知

ら

せ

に
、
上
限
４
万
円
の
接
続
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
交
付
対
象
地

区
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
必
要
書
類
／
1
排
水
整

備
等
計
画（
変
更
）確
認
申
請
書
2

市
税
完
納
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
　

八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
５
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報

救
命
救
急
講
習
会
を

　
　
　

開
催
し
て
い
ま
す

通
訳
・
介
助
員
を
派
遣
し
ま
す

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間
／
（
平
日
）
午
前
９
時
～

午
後
９
時
・（
土
曜
日
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
／
☎
０
５
７
０
・

０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

■
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
茨
城

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
３
９
０

▼
市
で
は
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人

が
市
役
所
で
の
手
続
き
や
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
手
話
通
訳

者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
登

録
す
れ
ば
、
市
役
所
以
外
の
場
所
に

手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所 

仮
設
庁
舎
４
号
棟
／
毎
週

月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所
／
第
２
・
４
木
曜
日

配
置
時
間
／
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後

１
時
ま
で
を
除
く
）

※
曜
日
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

FAX
２
７
・
５
８
３
５

手
話
通
訳
者
が

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

▼
目
と
耳
の
両
方
に
障
害
を
併
せ
も

つ
人
を
、
盲
ろ
う
者
と
い
い
ま
す
。

光
と
音
が
失
わ
れ
た
状
態
で
生
活
し

て
い
る
た
め
、
次
の
こ
と
で
困
っ
て

い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

・
周
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
。

・
自
ら
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
、
情
報
を

得
た
り
す
る
の
が
難
し
い
。

・
見
え
な
い
、
聴
こ
え
な
い
た
め
、

安
全
な
移
動
が
ひ
と
り
で
は
困
難
。

　

こ
の
よ
う
な
盲
ろ
う
者
の
た
め
の

通
訳
・
介
助
員
の
派
遣
や
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

休
館
日
／
月
曜
日
午
後
、
火
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ

☎
０
２
９
・
２
４
８
・
０
０
２
９

FAX
０
２
９
・
２
４
７
・
１
３
６
９

　

in
fo@

cen
ter-yasu

ragi.or.jp

盲
ろ
う
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
へ

お
詫
び
と
訂
正

広報いしおか５月１日号  №２０６　１４１５　広報いしおか５月１日号  №２０６

　

４
月
15
日
号
の
12
ペ
ー
ジ
乾
杯
条

例
の
施
行
が
４
月
１
日
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
３
月
20
日
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
第
２
・
４

火
曜
日
・
年
末
年
始

※
詳
し
い
休
館
日
は
、
各
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

☎
５
９
・
４
６
４
８

福
祉
セ
ン
タ
ー
白
雲
荘

☎
２
６
・
４
１
２
６

登
記
や
地
代
家
賃
の
供
託
の
手
続
き
、

戸
籍
の
届
出
、
成
年
後
見
制
度
、
セ

ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時
／
６
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
３

時
ま
で
）

場
所
／
水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局

（
土
浦
市
下
高
津
１
―12
―９
）

■
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
局 

土
浦
支
局

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
９
２

情報ネットワーク
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総 務 省 の
     行 政 相 談

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
に
向
け

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
３
人
の
行
政
相
談
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
所
も
左
記
日
程
に
よ
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

惣そ
う
の
だ
い

野
代 

悌よ
し
た
か孝　

（
東
光
台
三
）

横
田　

ま
さ　
（
山
崎
）

矢
口　

輝
行　
（
谷
向
町
）

相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

場
所　

中
央
公
民
館 

日
時　

午
後
１
時
～
３
時

　

７
月
11
日
（
金
）

　

９
月
12
日
（
金
）

　

11
月
14
日
（
金
）

場
所　

市
役
所 

日
時　

午
後
１
時
～
３
時

　

５
月
９
日
（
金
）

　

10
月
４
日
（
土
）

　

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

　
　
　

〃　

３
月
６
日
（
金
）

行政相談所開設

●問い合わせ

・総務省茨城行政評価事務所 行政相談課
　☎ 029-221-3347
・秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 212）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

民
生
委
員
法
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
や
子
育
て
の
相
談
・
援
助
を

専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
り
、
個
人
情

報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま

す
。
福
祉
に
関
す
る
悩
み
や
心

配
事
な
ど
、
生
活
の
中
で
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　 身
近
な
相
談
相
手

知
っ
て
い
ま
す
か
？

  

民
生
委
員
児
童
委
員

◆
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
６
）

めざそう
住みよいまちづくり

広報いしおか５月１日号  №２０６　１６

障
が
い
者
優
先
調
達

方
針
を
策
定

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に

基
づ
き
「
平
成
26
年
度
石
岡
市
に

お
け
る
障
が
い
者
就
労
施
設
等
か

ら
の
物
品
等
の
優
先
調
達
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
が
物
品
や
役
務
の
調
達
を
行

う
際
に
、
障
が
い
者
就
労
施
設
等

か
ら
優
先
的
・
積
極
的
に
購
入
す

る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

自
立
に
向
け
た
支
援
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
市
は
毎
年
度
、
調
達
方

針
を
策
定
し
、
年
度
終
了
後
に
調

達
実
績
を
公
表
し
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w.city.ishioka.

lg.jp/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
７
）　

障
が
い
の
あ
る
人
の

　

自
立
を
支
援
し
ま
す

石
岡
市
体
育
協
会
会
長
杯

中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

女
子
の
部

優　

勝　

土
浦
市
立
第
三
中
学
校

準
優
勝　

取
手
市
立
永
山
中
学
校

第
３
位　

か
す
み
が
う
ら
市
立
南
中

学
校
・
土
浦
市
立
都
和
中
学
校

敢
闘
賞　

府
中
中
学
校

第
６
位　

石
岡
中
学
校

つ
く
ば
国
際
大
学
東
風
高
等
学
校
体

育
館

男
子
の
部

優　

勝　

か
す
み
が
う
ら
市
立
下
稲

吉
中
学
校

準
優
勝　

小
美
玉
市
立
美
野
里
中
学

校第
３
位　

大
洗
町
立
第
一
中
学
校
・

桜
川
市
立
岩
瀬
西
中
学
校

敢
闘
賞　

土
浦
市
立
土
浦
第
四
中
学

校第
６
位　

園
部
中
学
校

２
月
21
日　

常
陸
野
親
善
大
会

準
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
２
月
の
結
果

石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23－5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
３
月
の
結
果

３
月
８
日
　
月
例
大
会

優　

勝　

御
前
山
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
３
位　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

３
月
19
日　

三
市
交
流
大
会

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
16
回
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
（
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）
選
手
権
大
会

３
月
21
日
　
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

髙
橋 

邦
雄

準
優
勝　

大
槻 

進

第
３
位　

千
葉 

誠

Ｇ
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

本
多 

謙
助

準
優
勝　

潮
田 

敞

第
３
位　

鈴
木 

昌
平

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

男
子
の
部

優　

勝　

本
多 

謙
助

準
優
勝　

平
山 

昇

第
３
位　

内
田 

勇

女
子
の
部

優　

勝　

市
村 

幸
子

準
優
勝　

飯
村 

て
い

第
３
位　

千
葉 

初
子

ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
者

　

２
月
25
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館
で
平
成
25
年
度
石
岡

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
を
行

い
、
14
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
関
東
大
会
以
上
の

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
技
術

が
き
わ
め
て
優
秀
な
団
体
や
個
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
学
年
は

受
賞
時
）

■
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

＊
井
野
由
貴
（
石
岡
第
一
高
等

学
校
２
年
）
＊
菊
地
達
哉
（
石

岡
第
一
高
等
学
校
３
年
）
＊
常

井
寛
（
石
岡
第
一
高
等
学
校
３

年
）
＊
小
松
豊
（
石
岡
第
一
高

等
学
校
３
年
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

＊
深
谷
祐
太
（
石
岡
中
学
校
２

年
）
＊
本
田
晃
太
（
石
岡
中
学

校
２
年
）

■
テ
コ
ン
ド
ー

＊
石
上
勇
希
（
府
中
中
学
校
２

年
）
＊
鈴
木
颯
（
石
岡
小
学
校

６
年
）
＊
鈴
木
小
春
（
石
岡
小

学
校
２
年
）

スポーツ
情報

女
子

優　

勝　

千
葉 

初
子

準
優
勝　

竹
内 

勝
子

第
３
位　

鈴
木 

敏
子

石岡市体育協会に加盟して
いるスポーツ団体の大会結
果をお知らせします。

■
空
手

＊
甲
将
武
（
府
中
小
学
校
４
年
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

＊
海
老
澤
彩
（
東
小
学
校
６
年
）
＊
小

川
明
華
（
東
小
学
校
６
年
）
＊
佐
藤
茅

穂
（
南
小
学
校
６
年
）

■
体
操

＊
清
水
満
（
一
般
）

▲スポーツ振興奨励表彰受賞者

第
四
回
石
岡
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月
14
日

男
子
の
部

優　

勝　

曽
根 

一
郎

第
２
位　

鈴
木 

實

第
３
位　

宮
沢 

正
行

女
子
の
部

優　

勝　

矢
野 

順
子

第
２
位　

小
松
崎 

か
ね
子

第
３
位　

飯
塚 

直
子
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か
が

や
き

の　未来を拓
ひ ひ

く　
男 ひ
ひ

と
女 ひ

ひ

女
性
の
力
を
石
岡
市
に
！

そ
の
悩
み
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な

問
題
を
、
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し

ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

行
政
の
施
策
に
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に

も
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
「
石
岡
市
女
性

登
録
制
度
」
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り

や
教
育
、
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
審
議
会
へ
の
女
性
の
参
加
を
勧

め
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
登
録
す

る
と
、
市
が
設
置
す
る
各
審
議
会
な

ど
の
委
員
候
補
と
な
り
ま
す
。

　

市
政
に
関
心
が
あ
り
、
自
分
の
経

験
を
活
か
し
て
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

・ 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
団
体
所

属
の
18
歳
以
上
の
女
性

・ 

各
種
分
野
で
優
れ
た
識
見
、
資
格
、

ま
た
は
活
動
実
績
を
有
す
る
人

●
登
録
方
法

　
「
男
女
共
同
参
画
人
材
名
簿
登
録

申
込
書
」
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
政
策
企
画
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
政
策
企
画
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
８
日（
木
）・
15
日（
木
）・

22
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

石
岡
市
役
所

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）
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「
石
岡
市
女
性
人
材
登
録
制
度
」

新
・

 
市
長
日
記
④

４
月
10
日
（
木
）

春
の
鯉

　

新
年
度
に
な
っ
て
、
市
内
の
事
業

所
や
県
内
の
官
公
庁
、
学
校
、
各
種

団
体
な
ど
の
代
表
者
の
顔
触
れ
が
変

わ
り
、
就
任
挨
拶
の
面
会
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

市
長
室
は
簡
易
プ
レ
ハ
ブ
の
二
階

に
あ
る
た
め
、
訪
れ
る
方
の
中
に
は

そ
の
狭
さ
と
質
素
さ
に
驚
く
人
も
い

ま
す
。

　

午
前
10
時
。
石
岡
市
校
長
会
の
役

員
さ
ん
が
見
え
ま
し
た
。
城
南
中
・

市
川
均
会
長
を
は
じ
め
、
小
幡
小
・

高
橋
貞
二
、
小
桜
小
・
菱
沼
敏
之
、

石
岡
中
・
岩
田
知
行
、
石
岡
小
・
児

島
裕
治
、
柿
岡
小
・
久
保
田
哲
の
各

校
長
が
頼
も
し
い
表
情
で
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
再
生
の
一
環
と
し
て
、

郷
土
学
習
の
重
要
性
に
目
を
向
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
桜
井
信
教
育

長
が
力
強
く
言
い
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
は
、
小
学
一
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
を
対
象
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
二
年
後
か
ら
始

ま
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
「
郷
土
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を

知
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇
り
を
持

つ
子
ど
も
が
増
え
て
く
れ
ば
、
地
域

の
将
来
は
明
る
い
で
す
ね
」
と
私
は

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

郷
土
学
習
に
は
テ
キ
ス
ト
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
素
材
収
集
を

今
年
度
一
年
か
け
て
市
民
参
加
型
で

行
い
、
翌
年
に
編
集
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
づ
く
り
が
先
生
方
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
る
、
そ
ん
な
流
れ
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

し
ば
し
の
教
育
談
義
が
済
む
と
、

地
磁
気
観
測
所
や
国
土
交
通
省
常
陸

河
川
事
務
所
の
所
長
さ
ん
た
ち
が
新

任
の
挨
拶
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

合
間
を
縫
っ
て
、
防
災
用
品
の
寄

贈
を
受
け
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

し
、
内
部
打
ち
合
せ
を
複
数
の
部
署

と
実
施
し
、
最
後
は
か
す
み
が
う
ら

市
の
上
土
田
に
あ
る
四
万
騎
農
園
の

石
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中
の
「
小

林
恒
岳
日
本
画
展
」
を
訪
問
で
す
。

　

石
岡
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
小

林
恒
岳
画
伯
は
、
今
回
の
個
展
に
際

し
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
も
ま
た
菜
の
花
の
季
節
が

巡
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
…
…
こ
の

春
で
82
歳
を
迎
え
る
私
で
す
が
、
思

え
ば
父
・
巣
居
人
が
他
界
し
た
年
に

当
た
り
、
感
慨
無
量
で
す
」

　

二
階
建
て
の
大
き
な
石
蔵
に
展
示

さ
れ
た
名
作
の
数
々
は
、
い
ず
れ
も

ふ
る
さ
と
石
岡
の
す
ば
ら
し
い
風
景

を
描
い
て
い
ま
す
。

　

表
現
者
の
技
量
と
精
神
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ふ
る
さ
と
の

光
景
が
輝
き
奥
行
き
が
生
ま
れ
る
も

の
か
と
た
め
息
が
出
ま
し
た
。

　

最
後
に
見
た「
春
鯉
」（
六
曲
一
双
）

の
大
作
は
、
石
蔵
の
大
壁
一
面
に
展

示
さ
れ
、
春
の
息
吹
に
活
動
を
は
じ

め
た
野
鯉
の
た
く
ま
し
い
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

小林恒岳日本画展で見た大作「春鯉」ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
て
、
元
気
に
な
る
。

情報センター
　　　ニュース

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

まちかど

日
時　

５
月
６
日
（
火
）
ま
で

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

日
時　

５
月
16
日（
金
）～
20
日（
火
）

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）   

　
　
　
　

対
象 

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

ち
り
め
ん
小
物　

10
日
（
土
）　　
　
　

　
　
　
　

         　

17
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
～

５月のコミュニティ

日
時  

第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
～

午
後
３
時

場
所  

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の

参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味

の
手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示

販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

※
参
加
者
募
集
中
。

今月のサンド市は 15 日

教室
開催

ひ
ま
わ
り
の
館
で
学
ぼ
う

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
教
室

　　

誰
で
も
楽
し
く
簡
単
に
、
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
で
作
る
石
畳
編
み
の
バ
ッ
ク

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
４
・
11
・
18
・
25
日
（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

講
師　

髙
橋 

知
良

定
員　

15 
人

教
材
費　

１
０
０
０
円

ふ
れ
あ
い
英
語
教
室

　

単
語
・
文
法
・
発
音
・
文
章
理
解

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
英
語
を
学
び

ま
し
ょ
う
！

※
高
校
生
以
上
対
象
。

日
時　

６
月
７
・
14
・
21
・
28
日（
土
）、

７
月
５
・
12
・
19
・
26
日
（
土
）

午
後
３
時
～
４
時
30
分

講
師　

小
川 

ジ
ョ
セ
ピ
ン

定
員　

20
人

教
材
費　

無
料

　

ひ
ま
わ
り
の
館
で
は
、
各
種
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
間 

５
月
７
日
（
水
）
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里 

石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

ギャラリー

長
寿
の
祈
り　

ま
ご
こ
ろ
込
め
て

―
刺
繍
作
家 

上
杉 

ミ
ツ
子
―

　
　
　
　

１
０
７
歳 

作
品
展

陶
芸
せ
い
す
い
会
に
よ
る

陶
芸
展

まちかどバザール

新
鮮
野
菜
や
お
菓
子
、

手
作
り
品
の
販
売
、
出
店
自
由

第
１
水
曜
日　

午
前
10
時
～

※
参
加
者
募
集
中
！

　

明
る
く
健
康
で
活
気
の
あ
る
施
設
づ
く

り
の
た
め
、
娯
楽
・
教
養
・
く
つ
ろ
ぎ

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、
仕
事
後

に
利
用
で
き
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
も
完
備
し
て
い

ま
す
。
一
回
の
利

用
料
は
５
１
０
円

で
利
用
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
午
後

８
時
50
分
ま
で
で

す
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
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問　石岡保健センター☎ 24-1386　八郷保健センター☎ 43-6655　月～金（祝日除く）午前 8 時 30 分～午後５時 15 分　　http://www.city.ishioka.lg.jp/section.php?code=22
　　　　　　　　　　℻ 24-4638　　　　　            ℻ 44-1492

ＨＰ

HEALTH　GUIDE

健  診  日 6 月 20 日（金）、23 日（月）、24 日（火）
午前７時～ 10 時 30 分

会    　場 八郷保健センター
申込期間 ５月７日（水）～ 14 日（水）

　申し込み期間内の午前８時 30 分から午後５
時 15 分までに八郷保健センターへ電話または
ファックス、窓口で申し込んでください。
※１日の定員が 250 人になり次第締め切ります。
※申し込み順に受け付け時間を割り振り、総合健
診受診券を郵送します。
※検査項目、負担金などは、広報いしおか４月１
日号に折り込んだ年間予定表で確認してください。
※ 40 歳以上で、健康診査を受診する人は総合健
診受診券のほかに特定健康診査受診券または後期
高齢者の健康診査受診券、保険証が必要です。

八郷地区　６月総合健診

　県では、これから妊娠を希望する女性が医療機
関で無料で風しん抗体検査を受けられる「風しん
抗体検査事業」を実施します。
検査対象者（次の要件をすべて満たす人）
①県内に居住し、妊娠を希望する、または妊娠す
る可能性の高い女性のうち、平成２年４月１日以
前に生まれた人②過去に風しん抗体検査（妊婦健
康診査を含む）を受けたことのない人③風しん既
往歴（検査確定診断に限る）がない人④風しん予
防ワクチンの接種歴がない人
実施期間　５月１日～平成 27 年３月 31 日
※受検方法や委託医療機関などの詳細は県保健福
祉部保健予防課ホームページ（http://www.pref.
ibaraki.jp/bukyoku/hoken/yobo/yobo.htm）で確
認してください。
■問い合わせ　県保健福祉部保健予防課 健康危
機管理対策室 ☎ 029-301-3219

無料で風しん抗体検査が受けられます

　妊娠中は赤ちゃんの成長に伴い、身体の変化が
色々あります。また、出産が近づくにつれ、期待
と不安でドキドキですね。その気持ちが安心につ
ながるようお手伝いします。
〈参加者の声〉
ママより：出産・育児は一人ではないことを感じ
ました。不安がたくさんあったので、少しでも素
直に聞いて解決できてよかったです。
パパより：赤ちゃんが生まれる実感がわきました。
お腹の重さなどパパには経験できないことが分か
り、ママの大変さが分かりました。

マタニティスクール申し込み受付中　

石岡保健センター
検  診  日 ６月 27 日（金）、30 日（月）
検診時間 午前 8 時 30 分～ 11 時
申込期間 ５月 12 日（月）～ 16 日（金）

八郷保健センター
検  診  日 ６月 24 日（火）
検診時間 午前 8 時～ 11 時
申込期間 ５月７日（水）～ 14 日（水）

対象　40 歳以上
費用　無料
内容　歯科医師による歯科診察・視触診と歯科衛
生指導
申し込み　各保健センターへ電話またはファック
ス、窓口で申し込んでください。（各日とも１日
定員 80 人になり次第締め切ります）

健康
ガイド
HEALTH　GUIDE

口腔がん・歯周病検診

　健康診査（特定健康診査を除く）やがん検診は、
次の①から③に該当する場合には、負担金が無料
になります。①健 ( 検 ) 診日現在、生活保護法に
よる被保護者②当該年度分市町村民税非課税世帯

（世帯員全員が非課税）③障害の重度判定者
　必要書類などがありますので、詳しくは問い合
わせてください。

要件該当で健康診査や
　　　　　がん検診が無料に　

石岡保健センター
実  施  日 ５月 14 日（水）
検診時間 午後１時～１時 20 分
定　　員 10 人

八郷保健センター
実  施  日 ５月 16 日（金）
検診時間 午後１時 20 分～１時 40 分
定　　員 10 人

対象　フッ化物塗布希望の未就学児
内容　歯科診察・歯磨き指導・フッ化物塗布
申し込み　実施日の前日までに各保健センターに
電話またはファックス、窓口で申し込んでくださ
い。（定員になり次第締め切ります）※随時受け
付けています。

ピカピカ歯磨き教室 休日の当番医が変更します

　４月 15 日号でお知らせした５月
６日の休日緊急診療の歯科診療当
番医が変更になります。
▷変更後当番医　中村歯科医院（石岡市貝地
2-10-35 ☎ 22-2228）

対象者　市内在住の平成 26 年度に 65 歳・70 歳・
75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100 歳 以
上になる人
助成期限　9 月 30 日まで
助成額　4,000 円（1 回限り）
※市の指定医療機関で接種する場合のみ助成。
※生活保護の人は全額助成になります。事前に各
保健センターでの手続きが必要です。
必要なもの　年齢・住所を確認できるもの（保険
証など）、自己負担金。

高齢者肺炎球菌ワクチン接種を助成

シ
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介
護
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
と
し
て
活
躍

で
き
る
養
成
講
習
会
で
す
。

　

全
日
程
受
講
さ
れ
た
人
に
は
「
認

定
証
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

一
緒
に
、
地
域
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
実
践
者
と
し
て
、
介
護
予
防
や

リ
ハ
ビ
リ
の
知
識
、
体
操
の
普
及
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
資
格

①
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

②
常
勤
の
職
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と

③
50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

④
講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る

こ
と

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
期
間　

５
月
７
日
（
水
）
～
６
月
６
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
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開催日 会場 時間

７月３日（木） 健康プラザ
（水戸市）

午前 9 時 45 分～
午後 4 時

８日（火）

ふれあいの里石岡
ひまわりの館

午前 10 時～
午後   4 時

11 日（金）
15 日（火）
18 日（金）
25 日（金）

講習会の様子

対象者　市内在住の満１歳～就学前の幼児で、以
下の２つに該当する人
①水痘にかかったことがない②今までに水痘予防
接種の助成を受けたことがない
助成額　4,000 円（１回のみ）
助成期間　平成 26 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日
※平成 26 年 10 月 1 日以降は定期接種に移行予
定で、対象年齢も 5 歳未満（5 歳の誕生日前日ま
で）になります。それ以外の人は全額自己負担に
なるので、10 月 1 日以降に 5 歳の誕生日を迎え
る人で接種を希望する人は、助成期間中に受ける
ことを勧めます。

水痘（みずぼうそう）予防接種を助成

広報いしおか５月１日号  №２０６　２０２１　広報いしおか５月１日号  №２０６



　平成 25 年４月から 26 年３月までの１年間に貸
出された上位です。
◎一般書
１位　　徒然ノ冬　　　　　　　　　　　34 回　
２位　　マスカレード・ホテル　　　　　30 回
３位　　死神の浮力　　　　　　　　　　25 回
　　　　プラチナデータ　　　　　　　　25 回
　　　　ロスジェネの逆襲　　　　　　　25 回
　　　　色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25 回
７位　　夢幻花　　　　　　　　　　　　24 回
　　　　ナミヤ雑貨店の奇蹟　　　　　　24 回
　　　　真夏の方程式　　　　　　　　　24 回
10 位　　虚像の道化師　　　　　　　　　23 回
　　　　散華ノ刻　　                 　　　　23 回
　　　　新参者　　　　　　　　　　　　23 回
　　　　桜ほうさら　　　　　　　　　　23 回
　　　　花の鎖　　　　　　　　　　　　23 回

◎児童書
１位　100 かいだてのいえ　　　　　　  39 回
２位　くろくんとなぞのおばけ　　　　　31 回
３位　白オバケ黒オバケのみつけて絵本　29 回
４位　かいけつゾロリのきょうふのプレゼント　   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28 回
５位　かいけつゾロリの大金もち　　　　27 回
　　　かいけつゾロリのめいたんていとうじょう　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27 回
　　　どんぐりむらのおまわりさん　　　27 回
　　　ジャッキーのパンやさん　　　　　26 回
　　　冒険！発見！大迷路　魔法の学校　26 回
８位　かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26 回
　　　魔女の宅急便　　　　　　　　　　26 回
　　　かいけつゾロリのテレビゲームききいっぱつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26 回

《ベストリーダ》

こどもの読書週間は４月 23 日～５月 12 日です

つうしん
としょ
かん
問い合わせ　石岡市立中央図書館
☎ 24-1507
　http://lib.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

中央図書館　２階　視聴覚室
【おはなし玉手箱】
◆３日（土）午前 10 時 30 分～

【おはなし会】
◆ 17 日（土）午前 10 時 30 分～
中央公民館

【おはなしフレンズ】
◆ 10 日（土）午後２時 30 分～
◎対象は、幼児から小学校中学年程度です。時間は
およそ 30 分です。

５月のおはなし会

５月の休館日▷５日・12日・19日・26日・29日

  　

―
新
発
見
の
堀
跡
―

　

４
月
21
日
、
石
岡
地
方
斎
場
が
染

谷
に
移
転
し
ま
し
た
。
新
斎
場
の
建

設
予
定
地
を
発
掘
調
査
し
た
の
は
、

４
年
前
の
平
成
22
年
12
月
か
ら
翌
年

４
月
に
か
け
て
で
し
た
。
縄
文
時
代

の
狩
猟
用
の
陥お

と
し
穴
や
、
古
墳
時
代

か
ら
奈
良
時
代
の
集
落
跡
が
発
見
さ

れ
た
ほ
か
、
写
真
の
よ
う
な
堀
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
堀
は
幅
が
３
ｍ

余
り
で
深
さ
が
１
ｍ
以
上
も
あ
る
う

え
、
断
面
が
Ｖ
字
形
を
し
た
「
薬や

げ
ん研

堀
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
戦
国
時

代
の
城
館
の
空
堀
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
石
岡
で
は
、
府
中
城

を
拠
城
と
す
る
大

　
だ
い
じ
ょ
う掾

氏
と
周
辺
の

江
戸
氏
や
小
田
氏
と
の
間
で
抗
争
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
大
掾
氏
は
府
中

城
を
守
る
た
め
に
多
く
の
出
城
を
築

き
、敵
の
攻
撃
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
小
田
氏
も
そ
れ
を
包
囲
す
る

よ
う
に
出
城
を
築
き
対
峙
し
て
い
ま

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ101

☎43-1111
（内線1233）

近
年
の
調
査
結
果
か
ら

中
島
遺
跡

し
た
。
ま
た
、
１
５
３
１
年
に
は
江

戸
氏
と
小
田
氏
が
「
鹿
子
原
」
で
合

戦
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す
。
鹿
子
原
が
現
在
の
鹿
の
子
だ
と

す
る
と
、
中
島
遺
跡
は
谷
を
は
さ
ん

だ
す
ぐ
対
岸
に
な
り
ま
す
。

　

堀
跡
か
ら
は
年
代
の
わ
か
る
よ
う

な
資
料
は
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
鹿
子
原
の
合
戦
に
際
し
て
の
も

の
な
の
か
、
大
掾
氏
と
小
田
氏
ど
ち

ら
の
出
城
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
ま

だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、
中
島
遺
跡
の
地
に
城
館
が

存
在
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
今
回
新
発
見
さ
れ
た
も

の
で
す
。
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
。
こ
れ
か
ら
の
進
展
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

▲発掘された堀跡
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下　

林　

加
藤　

弥
生

浮
世
山
坂　

躓
き
な
が
ら

　

越
え
て
八
十
路
の　

今
日
の
幸

　

 　
　

 　
　

 

川　

又　

関　
　

清
志

浮
か
ぶ
面
影　

毎
夜
の
夢
に

　

友
の
思
い
出　

忍
ぶ
宵　
　

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

あ
れ
も
こ
れ
も
と　

望
み
は
し
な
い

　

せ
め
て
平
和
な　

国
で
あ
れ　

　

 　
　

 　

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

水
戸
の
梅
園　

ウ
グ
イ
ス
鳴
い
て

　

春
の
陽
射
し
が　

温
か
い　
　
　

　
　

 　
　

  　

石　

岡　

東　

辻
が
華

春
の
序
曲
か　

奏
で
る
よ
う
に

　

樋
に
雪
解
け　

水
の
音　
　
　
　

     

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

大
西　

和
子

下
駄
に
筒
袖　

昭
和
の
子
ら
も

　

後
期
高
齢　

孫
が
杖

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

篠
原
美
千
代

す
す
る
朝
茶
に　

茶
柱
立
っ
て

　

今
日
の
始
ま
り　

気
が
和
む

　

 　
　

 　
　

 

下　

林　

白
井
冨
喜
江

心
ゆ
る
が
す　

受
験
の
朝
に

　

春
の
足
踏
み　

雪
化
粧

武
将
と
鉄
砲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

鉄
砲
を
本
格
的
な
戦
闘
に
用
い
た

の
は
長
篠
の
合
戦
に
徳
川
軍
を
救
援

し
た
織
田
信
長
と
言
わ
れ
る
が
、
両

雄
が
生
ま
れ
る
以
前
に
、
甲
斐
の
武

田
信
虎
は
火
縄
銃
を
手
に
入
れ
て
い

た
。
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
日
本
の
歴

史
は
「
武
田
氏
に
よ
る
天
下
統
一
」

な
の
だ
が
、
残
虐
で
愚お
ろ

か
な
信
虎
は

息
子
の
信
玄
に
追
放
さ
れ
武
田
の
鉄

砲
は
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
た
。
武

田
信
玄
は
、
伝
統
の
騎
馬
軍
団
で
勝

ち
進
ん
だ
が
途
中
で
病
に
罹か
か

り
「
戦

さ
は
待
て
」
と
遺
言
し
て
死
ん
だ
。

　

天
正
三
年
に
信
玄
の
死
が
公
表
さ

れ
勝
頼
は
重
臣
の
忠
告
を
聞
か
ず
三

河
へ
の
侵
攻
を
始
め
た
。
二
つ
の
川

の
合
流
地
点
で
信
濃
路
か
ら
東
海
道

へ
の
要
衝
に
当
る
長
篠
城
は
既
に
織

田
方
に
降
り
奥
平
信
昌
が
守
っ
て
い

た
。
許
せ
な
い
勝
頼
は
、
遺
言
を
忘

れ
重
臣
の
制
止
も
聞
か
ず
出
陣
し
て

き
た
。
守
る
徳
川
の
兵
は
少
な
か
っ

た
が
、
信
長
が
重
い
腰
を
上
げ
て

連
合
軍
は
十
万
、
武
田
騎
馬
軍
団
は

一
万
五
千
、
行
く
手
を
棚
で
止
め
鉄

砲
で
撃
た
れ
れ
ば
誰
で
も
負
け
る
。

　

火
縄
銃
は
雨
に
弱
い
が
、
信
長
は

天
候
も
計
算
し
た
ら
し
い
。
信
長
や

家
康
が
生
ま
れ
る
前
に
鉄
砲
を
手
に

し
て
い
た
武
田
軍
が
鉄
砲
で
滅
亡
す

の
日　
　
　

  　
　

 

大
谷
津　

海
老
澤

明
子
虎も

が
り落

笛
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
泣
き

声
か
二
月
の
空
を
風
吹
き
わ
た
る

　

 　
　

 　
　

 

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

雲
ひ
と
つ
無
き
青
空
に
カ
ラ
ス
鳴
く
け

ふ
の
一
日
す
こ
や
か
な
れ
と

　

 　
　

 　
　

 

高　

浜　

大
嶋　

全
江

フ
リ
ー
ジ
ア
の
香
り
た
だ
よ
ふ
鉢
植
ゑ

に
蝶
も
来
ず
し
て
咲
き
終
り
た
り

東
光
台　

森　

ま
さ
え

吾
寿
命
知
ら
ぬ
幸
せ
種
を
播
く

泉　

町　

石
神　

秋
羅

饒
舌
と
黙
が
覗
き
し
寒
牡
丹　
　
　
　

石　

岡　

前
川　

豊
美

水
温
む
メ
ガ
ネ
の
底
の
乱
反
射　
　
　

   

北
府
中　

野
村
畝
津
子

リ
ハ
ビ
リ
の
気
力
な
か
な
か
日
脚
伸
ぶ

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

戸
を
く
れ
ば
仏
に
と
ど
く
雪
あ
か
り　

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

る
と
い
う
の
は
何
と
な
く
納
得
し

難
い
が
、
旧
態
依
然
で
忠
告
も
聞

か
ず
、

野
心
だ
け
の
武
将
が
生
き
残
れ
る

ほ
ど
戦
国
時
代
は
甘
く
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

 　
　

 　
　

 

府　

中　

山
口　

文
子

水
仙
の
集
ま
り
咲
け
る
庭
す
み
は
そ
こ

よ
り
春
の
生
ま
れ
る
ご
と
し　
　
　
　

     

　

    　

 　
　

  

泉　

町　

藤
岡
み
つ

子
「
紀
元
節
」
と
心
こ
と
ば
を
知
ら
ぬ

ナ
ー
ス
等
に
と
く
と
く
と
し
て
語
る
雪

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

柿　

岡　

平　

由
紀
子

ふ
る
さ
と
は
ま
こ
と
に
盆
地
山
笑
ふ　

 

　

 　
　

 　
　

   

柿　

岡　

平　

き
よ
し

鐘
の
音
の
長
き
余
韻
や
雲
雀
東
風

　

 　
　

 　
　

 

小　

倉　

植
木　

緑
愁

何
買
い
に
髪
匂
は
せ
て
東
風
の
母

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

西
口
は
ま
子

ワ
イ
パ
ー
に
払
ひ
つ
つ
ゆ
く
音
も
無
き

雨
は
春
へ
の
序
曲
と
な
ら
む　
　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

黒
土
を
割
り
て
花
咲
く
ク
ロ
ッ
カ
ス
春

を
誘

い
ざ
な

い
黄
の
色
光
る

　

 　
　

 　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

今
も
庭
に
残
る
金
柑
に
竹
切
り
て
冬
囲
い

せ
し
父
の
面お

も
わ輪

顕た

つ　
　

 　

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　

 　
　

 　

 

嘉
良
寿
理　

島
田　

浩
翆

待
つ
と
い
ふ
と
き
め
き
も
あ
り
花
三
分

　

 　
　

 　
　

 

下　

林　

鈴
木　
　

誠

初
摘
み
の
草
餅
供
え
父
母
偲
ぶ

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

挑
み
ゆ
く
姿
美
し
ソ
チ
五
輪
の
浅
田
選

手
の
フ
リ
ー
に
涙
す　

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

君
江

水
澄
み
て
流
れ
出い

で
く
る
山
里
の
小
川

に
コ
ポ
コ
ポ
自
然
の
メ
ロ
デ
ィ

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
演
奏
会

【
日
時
】
５
月
24
日
（
土
）

 

午
前
11
時
～
・
午
後
２
時
～

【
場
所
】
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

■
問
い
合
わ
せ

沖
田
☎
２
４
・
０
５
８
８

●
文
化
協
会
盆
栽
部
石
岡
支
部

・
定
期
勉
強
会

【
日
時
】
毎
月
第
１
日
曜
日

 

午
前
９
時
～
12
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
府
中
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

佐
藤
☎
２
２
・
６
４
７
２

●
い
し
お
か
俳
句
同
好
会

・
定
例
句
会

【
日
時
】
毎
月
第
３
日
曜
日

 

午
後
１
時
～

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
府
中
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

小
池
☎
２
２
・
６
２
３
９

２３　広報いしおか５月１日号  №２０６

文
芸
い
し
お
か



栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

キ
ャ
ベ
ツ 

１
５
０ｇ 

・
豚
ロ
ー
ス

（
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
）
２
５
０ｇ

・
昆
布（
10
×
15
㎝
） 

１
枚 

・
塩 

少
々 

・
こ
し
ょ
う 
少
々 
・
レ
モ
ン
し
ょ

う
が
ド
レ
ッ
シ
ン
グ 
大
さ
じ
２
杯

◎
レ
モ
ン
し
ょ
う
が
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（
作
り
や
す
い
分
量
）

レ
モ
ン
汁 

大
さ
じ
２
杯
・
し
ょ
う

が
汁 

大
さ
じ
１
杯
・
赤
唐
辛
子 

適

量
・
酢 

大
さ
じ
２
杯
・
薄
口
し
ょ

う
ゆ 

大
さ
じ
１
杯
・
砂
糖 

小
さ
じ

１
杯
・
塩 

小
さ
じ 

1/2
杯
・
こ
し
ょ

う  

少
々
・
サ
ラ
ダ
油 

１／３
カ
ッ
プ 

作
り
方

１　

キ
ャ
ベ
ツ
は
塩
少
々
を
入
れ
た

熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
、
湯
を
切
る
。

２　

豚
肉
は
広
げ
て
２
枚
１
組
に

し
、
幅
の
広
い
側
と
狭
い
側
を
合
わ

せ
て
、
少
し
ず
つ
重
ね
て
並
べ
る
。

塩
・
こ
し
ょ
う
を
少
々
ふ
る
。

３　

１
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
２
の
大
き
さ

に
合
わ
せ
て
切
り
、
肉
の
上
に
１
枚

ず
つ
の
せ
て
く
る
く
る
巻
く
。

４　

蒸
し
器
に
昆
布
を
敷
き
、
３
の

巻
き
終
わ
り
を
下
に
し
て
並
べ
酒

少
々
を
ふ
る
。
蒸
気
が
上
が
っ
た
鍋

に
セ
ッ
ト
し
、
ふ
た
を
し
て
中
火
で

７
～
８
分
蒸
す
。

５　

器
に
並
べ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

回
し
か
け
る
。

◎
レ
モ
ン
し
ょ
う
が
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

の
作
り
方

　

サ
ラ
ダ
油
以
外
の
材
料
を
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
る
。
サ
ラ
ダ
油
を
少
し
ず

つ
加
え
て
混
ぜ
る
。（
冷
蔵
庫
で
１

週
間
の
保
存
が
で
き
ま
す
）

エネルギー 203kcal（塩分 0.8g）

幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介 キャベツと豚肉のロール蒸し

レモンの酸味で豚肉のうまみと
キャベツの甘みが引き立ちます。

子どもの安全を守るために

　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

市
内
小
学
校
の
新
入
生
に
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
、
ひ
た
ち
野
農
業
協
同

組
合
（
金
井
一
夫
組
合
長
）
か
ら
、

13
日
に
は
や
さ
と
農
業
協
同
組
合

（
川
井
貞
夫
組
合
長
）
か
ら
黄
色
い

帽
子
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
24
日
に

は
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
（
吉
川

勇
会
長
）か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、

４
月
２
日
に
は
（
株
）
常
陽
銀
行
か

ら
防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

願
っ
て
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

黄色い帽子・ランドセルカバー・防犯ブザーが寄贈

〈表紙の写真〉
　南小学校前の朝の風景。新入生
は入学式を終え、初めての登校に
元気な笑顔を見せてくれました。
これから始まる学校生活に対して
期待に胸をふくらませているよう
です。
　このように登下校時には黄色い
帽子やランドセルカバー、防犯ブ
ザーが児童の安全を守ってくれま
す。

▲金井組合長（右）から
帽子を受け取る東小の四
宮校長。

▲川井組合長（左）から
帽子を受け取る教育長。

▲吉川会長（左）からラ
ンドセルカバーを受け取
る教育長。

▲高輪石岡支店長（右）
から防犯ブザーを受け取
る市長。
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